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11月校長講話 

 

生徒会三役決定 
２０１１年も残すところ１月余りとなりました。１年のまとめ

の大事な時期を迎えています。又、３学期に向けての準備の段階

でもあります。生徒会も３年生から２年生に引き継ぐ時期になり

ました。先日は生徒会正副会長選挙があり、新しい三役が決まり

ました。以下に紹介します。なお、これから役員決めに入り、12
月の生徒総会では新役員が正式決定となります。３学期からは２年生が生徒会を引っ張り、３年

生はサポート役に回ります。１年生も主力として活動していくことになります。 

１０月９日から１５日まで市の中学生を引率し中国石家庄市 
を訪問しました。まず、村の中学校へ行きました。生徒数 600 
名くらいの中学校で、踊りや歌で歓迎してくれました。グルー 
プに分かれ英語、中国語、日本語で紹介し合い仲良くなりまし 
た。最後は大勢で笑顔で見送ってくれました。石家庄市では外 
国語学校を訪れました。外国語学校ということで、英語で一日 
過ごすのかと思いましたが、日本語を学ぶ教室で生徒と交流をし、日本語で会話をしました。

その教室は日本一色でテキストは日本語だけで中国語は書かれていませんでした。長野市のポ

スターや戸隠のポスターも貼ってありました。大変親切に案内してくれて、きりがないくらい

たくさんのことを学んできました。 
中国の情報はたくさんあります。オリンピック、万博、経済の成長、日本との領海をめぐっ

ての衝突、情報統制、コピー商品など、そういうこともあります。売っている商品を見て、真

似した物だと生徒は会話していましたが、だんだん現地で生活しているうちに、そう思うこと

に違和感を感じてきました。良いとか悪いとかではなくそこにいる人たちの生活に思いをめぐ

らせなければいけないと思いました。みんな一生懸命必死に生きています。思い込みだけでは

いけない、認め合うことの大切さを感じました。一人ひとりには大切な人生があり、たくまし

く生きているのです。万里の長城へも見学に行きましたが、外国人など大勢の人たちがいまし

た。その大勢の人たちの幸せそうな笑い声や笑顔は、皆同じだと思いました。                         

(11月校長講話より抜粋) 

生徒会長      ２年２組 丸山美虹 さん 

生徒会副会長 男子 ２年４組 本田貴大 君 

       女子 ２年６組 本澤 直 さん 

石家庄市友好訪日団 


